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ヤオ族とはどのような人々か

･ヤオYaoは他称

･「ヤオ｣と呼ばれている人々

・中国:珪族

・ベトナム:Dao(ザオ)(Zao)

・ラオス:Yao

・タイ:Yao,Mien
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中国の珪族
･中国:広西壮族自治区を中心に､広東省北部､湖南省南部､貴州省
東部､雲南省東部･南部に居住し､人口213万7033人(1990)。

･広西･広東･湖南･雲南の各省･自治区に自治県をもつ。

。「珪族｣に分類されている多様な文化的集団の族称←漢族から

･盤珪紅珪藍読珪山子珪花藍珪茶山珪長毛珪八排珪
深山珪平地珪白褥珪などの族称｡それらを合計すると300以上
の族称があった。

ベトナムのザオ族
･ベトナム:北部のハーザン､トゥイェンクワン､ラオカイ､イェンバイ､カ
オバン､ランソン､バクタイ､ライチヤウ､ソンラー、ヴィンフー､ハー
バック､タインホア､クアン､ニン､ハオビン､ハータイーの各省に計
47万4000人(1989)。

･多数の集団が｢ザオ族｣範嬉に分類されている。

･大板ザオZaoDaiBan、紅ザオZaoDo、銭ザオZaoTien、藍読ザ
オZaoLanTien、青衣ザオZaoXanh-y､ZaoThanhY、角ザオZao
CocMun、クワン･チエット･ザオZaoQuanChet(ぴったりしたズボン

のザオ)、クワン･チヤン･ザオZaoQuanTrang(白いズボンのザオ)、
アオザイ･ザオZaoAoZai(長衣ザオ)などと他称され､公式族称とも
なっている。
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ラオスのヤオ族

･北部のルアンパバーン､ポンサーリー､サニャブリー､ボー
ケーオ､ルアンナムター､ウドムサイ等の各県に推定計約2
万2600人(1995)。

･二種類の｢ヤオ」

・ミエン(HiglandYaoとも呼ばれた｡人口1万8100人[19

95]）

・キム･ムン(あるいはムンMun):ミエンからはツァンツェイ

（山子)、ヤオ族以外の民族からはランテン(藍誌)、ラン
ティエン(Lantien)、ラオホエイ(LaoHuay)と呼ばれ､研
究者からは低地ヤオ(LowlandYao)ともﾛ平ばれた。

タイのヤオ族

･チエンラーイ、パヤオ､ナーン､チエンマイ、スコータイ､カン
ペンペツト､ダークの各県に計4万8000人(1995)が居住する。

･タイのヤオ:すべてミエン語を話し自称ミエン(あるいは
ユー･ミエン)のミエン
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。主に､焼畑耕作を営み､陸稲、トウモロコシ､イモ類､豆類、
雑穀などを栽培して､焼畑耕作に伴って移住してきた｡広
東･広西･湖南などでは林業にも携わってきた｡その他、
換金作物は地域によって異なるが､茶･綿･油桐･藍･ケ
シ･香料･椋棡･などがあり、森林で採取された香料･キノ

テ繍瀞墓壗辮鼈舟謹謹った｡定着化したヤ
･武陵蛮・五渓蛮と称された古代湖南の山地住民の子孫と
する説が有力であるが､漢族などから｢珪｣と他称されてき
た集団には、多様な文化的背景を持つ諸集団が含まれて
いる｡南嶺山脈沿いに南下移動し､現在の分布を呈する
に至l1つたと考えられ､雷(シェ)族と系統的に近いと見られ
ている。

生態適応と文化的要素を基準とした分類

①移動性が強く東南アジア大陸部まで分布している｢過山ヤ
オ｣(盤ヤオ､板ヤオ､藍読ヤオなど）

②定着的な｢非過山ヤオ｣(八排ヤオ､深山ヤオ､長毛ヤオ、
花藍ヤオなど）

ミエン語を話す過山系ヤオには､ヤオの十二姓の祖先が渡
海の途上で神に救難されたという瓢遙過海神話(渡海神話）
が伝わる｡ヤオ族の姓は､漢字で書かれ､盤､趙､都､李､>馬
などがある。
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ミエンの分布
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タイ北部
拡大図

､

これまでのまとめ
･各国で｢ヤオ(ザオ)｣と称されている人々:文化的には多様
な集団を含んでおり、文化的｡言語的にも共通性はない｡従
来山地に居住してきたことと､周辺の民族から｢ヤオ(ザ
オ)｣とﾛ乎ばれてきたことが共通する。

。広いヤオの中で､最も広く分布し人口も多いのは､ミエン語
を話し､ミエン(Mien)あるいはユーミエン(IUMien)を自称す
る人々である。

･今回はことわりなしにヤオと言うときは､このミエンの人々の
ことを指す｡今回の講座で主に扱うのは、中国湖南省永州
市藍山県のミエンとタイのミエンである。いずれもミエン語を
話し､習俗などにおいても共通性がある。
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〆

ミエンの移住

･上記のような､数カ国に亘る広い分布域が形成され
たのはそれほど古くはない。

･ベトナムへ移住したのは16世紀頃､タイへ移住した
のは19世紀後半と推定されている。

<祖図〉

。<祖図>(ツオウトウ):代々 祖先の墓の位置を記した文
書(タイのミエン）

･家族(ピャオ)の長がそれぞれ所有するものである。

･それぞれの所有者の父系直系祖先とその妻たちの
墓がある地名が記録されている｡この文書は祖先を
祀る儀礼に用いる｡その記録を見ると､所持者の祖
先達の大ざっぱな移動経路が分かる。
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．上に示したのは､タイのナーン県に住む李姓のミエ
ンの所持するく祖図>である。

･男性祖先とその妻の骨を埋葬した土地が記されてい
る｡番号は､筆者が仮に振ったもの。

･①は記載初代を表すが､本当の意味で｢初代｣である
わけではない｡世代が更新されて､下の世代の者が
く祖図>を書き直す時に､前のく祖図>にある－番上の
祖先の事項を肖ll除することを原貝|｣としているからであ
る。

･番号を振ったのが男性祖先であり、その下に並べて
書かれているのがその妻である。
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。それを踏まえて見てゆくと､墳墓のある場所は以下
のようになる。

･①は雲南。

。①の妻から④の妻までは広西。

。⑤から⑥の妻までは雲南。

。⑦から⑩の妻まではラオスのルアンパバーン(｢猛朧
府｣あるいは｢猛竜府｣)。

。⑪とその妻がタイのナーン県(｢猛南府｣)に葬られて
いる。

・道(現在の省にあたる)や府(県)などの地名が同じで
も､墓のある村の地名は異なっている｡③と⑦夫婦
の墓が同じ地名であり､⑪夫婦もまた同じ地名でな
いかと推測されるが､それを除くと､悉く異なる地名で
ある｡即ち､それだけ移住を頻繁に行ってきたという
ことである。

･妻が記載されていない者が二人いるので､それをの
ぞくと､9代のうちに､所持者の祖先たちが広西から
雲南､ラオスを通ってタイへ至llっていることが分かろう。
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･タイにいるミエンの祖先たちが同じルートをたどってきた
わけではない。

。これはあくまでもこの所持者の祖先がこのようなルートを
通ってタイへ至l1つたというだけのことであり、他の人の祖
先は別のルートをたどっている。

･移動が家族単位で行われるこりそれぞれの半I断の結果、
細かいルートは多様なものとなる。

。－生のうちに数回居住地を変えることは珍しいことではな
かった匡，実際の移動は更に複雑なものである。

。しかし､中国からタイへ到る大まかな経路は把握できる。

･それらから読み取れる経路は､文書毎に異なってい
る｡ある者の祖先たちは広東から広西を経てベトナ
ムへ入り、そこからラオス､タイと移住してきた｡また
別の人の祖先達は広西から雲南へ入り､雲南からラ
オス､タイへと移住してきた。

。このように､ピヤオごとに移住しているため、定まった
移住経路はない｡ラオスからタイへ入る主な経路にし
ても､複数あったことが確認されている。

･ミエンの移住は､戦乱などで多数の人口が－度に移
動するものではなかった｡基本的には彼等の従事し
てきた焼畑耕作に伴う移住の繰り返しで徐々に分布
域が広がってきたと見る方が妥当である。
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山中移動許可書｢評皇券牒｣(｢過山檮｣）

･移住活動に関して､ミエンが所持する文書で特徴的なのが、
「評皇券牒｣あるいは｢過山梼｣である。

。〈十二姓珸人>＝ミエンの起源を語る犬祖神話と､それに基
づいてく十二姓瑠人>が焼畑耕作を営み山中を自由に移動
できることを許可し､租税を免除される特権を持つことを述
べた書である。

･-YaoPassportとも言われる。

。｢祖図｣のように各家族で所有する文書ではない｡タイ国内
でも数件しか確認されているのみ。

･犬祖神話の部分のあらすじ

・昔､評皇という中国の皇帝が外国の高王と戦争状態にあった。
高王を討とうと欲して群臣と会議したが埒があかなかった。

・その時､評皇の許にいた龍犬の盤護が自ら申し出て高王を討ち
に出た｡海を七日七晩泳ぎ渡って､敵国に到り、首尾良<高王の
首を噛み切って首級を持って帰った。

・その褒美として評皇の娘と結婚した。

・盤護と妻は山中に住み､六男六女が生まれた。

・それぞれに姓を賜り､六人の息子たちは外部から嫁を迎え､六人
の娘たちは外部から婿を迎えてく十二姓王瑠子孫>の源となった。

・盤護が狩りに出て死亡すると､評皇は悲しんで､〈十二姓王珸子
孫>に今後盤護を祀るよう勅令すると共に､山中で生業を営み租
税を免除することを勅令した。

・（｢理｣はヤオのことを指す｡実際の文書では｢瑠｣のほか｢催｣｢濃｣といった字が書かれた）
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･文章は､この後､この券牒が発布された山名と地名
が列挙されており、山の･中で焼畑耕作を行うく王瑠子
孫>に国税を免除する旨が述べられ､この免税特権
と山中移動の特権､〈王珸子孫>の守るべき規律が
列記されている｡更に各姓の主要人物を官職に任じ
たことが書かれている。

｡この文書は朝廷から発布された形式になっているが、
実際にはミエン自身が写本して再生産したものであ
る。

･中国ではミエンの居住地で多数のく過山檮>が見つ
かっている｡タイでは最近新たに書いたという話も聞
かれた。

･タイのランパーン県のミエンの許で上智大学調査団
が入手した｢評皇券牒｣が現在､南山大学人類学博
物館に所蔵されている。
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･文書では､ミエンが山中で耕作し移住することを許可
し､税を免除する旨が述べられている｡ミエンの人々
は､こうした自らの特権的地位を他の人々に対して
誇示し､山中における自らの焼畑耕作とそれに伴う
移住を正当化しようとしたのであろう。

。少なくとも､各地のミエンの許に伝わっているというこ
とは､彼らが重要な文書として移住の途上で保持し
てきたことを示している。

･タイでは､この文書の存在は知られていたが､重要な
文書故に公にされることもなく､盤護神話も伝わってい
なかった｡しかし､近年､改めて｢評皇券牒｣を民族のシ
ンボルとして表に示す動きがある｡長い間忘れられて
きた｢評皇券牒｣を新たに活用する動きが出ているので
ある。
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ミエンの生業焼畑耕作
･焼畑耕作shiftingcultivation:
。森林などの植生を切り開く
。q焼いて更地を作る

｡｡そこで一定期間耕作

･匡，放棄(休閑）

･匡，遷移により森林再生

･匡，切り開く……を繰り返す農耕法。

･琶鰐繭靭り替える｣農耕であり､植生の遷移

定着型焼畑耕作民

･綿密なローテーションに基づいて休閑期間を管理す
る方法を採れば､一定人口の集落の周辺の土地で
かなりの長期間に亘って焼畑耕作を継続することは
可能である。

･タイ北部では､カレンKarenやラワLawaなどがこのよう

な方式の焼畑耕作を行ってきており、「定着型焼畑耕
作民establishedswiddener｣として分類される。
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開拓型焼畑耕作

･一方､本稿で扱うミエンは、「開拓型焼畑耕作民
pioneerswiddener｣に分類されていた。

･開拓型の焼畑耕作では､定着型焼畑耕作民のように
村落の周辺の土地を綿密にローテーションして切り
替えるというようなパターンは取らない。

･これはミエンの村落に共同体的な性格が稀薄である
ことと関連する。

･各家内集団の判断で適宜森林を伐り開いてゆく

1988年時点でのミエンの焼畑耕作のパターン

・陸稲畑を毎年新たなところに開いて一年間陸稲を栽培

U

その跡地は二年目以降は玉蜀黍あるいは綿などを植える。
－年から三年ほど栽培

U

その土地は耕作をやめ休閑する。

･通常は十年以上休閑するのがよく､少なくとも五年以上は休閑して
いなくてはならない｡ミエンの言うには､三十年以上休閑したところを
伐り開いて耕地にするのが､作物の出来も良く､理想的であるという。
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焼畑の作物

・自給作物:陸稲、トウモロコシ､イモ類､豆類など

･換金作物:地域によって異なるが､阿片ケシ･ミカン･レイシ･龍眼．
綿･トウモロコシ･ショウガ･コーヒーなど。

･森林で採取された香料･キノコ･薬用植物なども現金収入の途であっ
た。

･自給作物と換金作物の二本立ての経済＝近代化以前からミエンが
採用してきた戦略であった。

･タイやラオスではかっては換金作物として阿片ケシを盛んに栽培し
ていた｡昔は阿片ケシの栽培は合法的だった｡しかし､タイでは1958
年に阿片の生産･取引が法律で禁止され､1970年代以降は取り締
まりも強化されてきたので､トウモロコシや果樹などケシに替わる換
金作物へと転換してきた。

移住と村落

。かつての移住の様子:移住は家族単位で行われ､村ごと移
住するようなことは､戦争状態などの非常時以外にはな
かった

･タイの山地民族を紹介した文献に、「十年から十五年ごとに
移住を繰り返す｣と書いてあるが､実際に訊ねてみると､約
五年毎に移住を繰り返してきた者もある一方で、同じ村に四
十年以上住み続けた者もあった。

･移住のペースは家長の判断にかなりの個人差があった。

･こうした焼畑耕作に伴う移住を繰り替えして、中国からベト
ナム､ラオス､タイへと移動してきた。
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移住と村落

･焼畑耕作に従事していたときのタイのミエンの村落
＝移住途上の各家族の寄せ集め

･ミエンの｢村落｣＝移住を常とする人々 が一時的に集

住している場(であった。）

･タイの事例で言えば､そのような村落では､やって来
る移住者を拒否する.移住を制限するといった規制を
課すことが難しい。

焼畑耕作民の入村規制

･焼畑耕作を行っていたタイの山地民族の入村規制

カレン:移住に関して村落規制を行う

モン(Hmong):当該の村に自分の父系親族ある
いは姻族がいないと移住しにくい

。ミエン:移住に関して入村規制がない。

｡ある村の周りの土地が肥沃であるという情報を
得た者が移住してくることを押し止める規範はな
い。
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。もちろん現実には､全くってのない処へ移住するとい
うのは滅多になく､親族､姻族､知人友人といった紐
帯を頼って移住先を選択する。

。しかし､村落自体が共同体規制を課す主体たり得な
かったため､何らかのってがあれば､その地へ移住
することは､本人の意志があれば可能であった。

焼畑耕作と村落の再編成
･移住が重なって一つの村の人口が急に増加

0

.村からより離れた遠隔地に畑を開く
（村の近隣のすでに開いた場所は耕作中かあるいは休閑しているから）

0

.耕地の近くに出作り小屋を建て､そこに寝泊まりして耕作する
（片道二時間以上かかるような遠隔地は日帰りの耕作には向かない）

0

.出作り小屋群が徐々に常住の村落へ成長してゆく。

･一方で､人口の増えた村落を見限って､他の村落へ移住してゆく者
もいた。
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･移住の途上では､もちろん局地的な紛争や軋礫が移
住をもたらしたこともある。

･タイでは1960年代後半から1970年代初めに掛けて、

タイ国軍と共産主義ゲリラとの内戦があり、それを避
けるための移住が頻繁に行われたo

･ミエンが行ってきた焼畑耕作に伴う移住生活が､いざ
事があれば即座に移住できる構えを作っていた。

9

.内戦などにもすぐに対応して移住可能。

。このように､焼畑耕作が移住の主動因であった。

家族と親族

･親族組織は漢民族と同じく父系出自を理念としてお
り、父系の理念は儀礼においてしばしば強調されて
いる。

･漢字の姓(盤･趙・部･馬･李･黄･劉・陳など)を有し、
名前も漢字名を持つ｡姓は原貝llとして父系で継承さ
れる。
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ピャオ(家、家族）

･同じ家に住む家族(ピャオ)が最大の自律的集団

･ピャオは､かつては父系合同家族が理想的な家族構
成とされてきた。

･ピャオのレベルを超えた親族集団はないが､二～四
世代の祖先を共通にする父系親族(<共翁太(チュア
ンオンタイ)>)の間の協力関係は強い｡タイのミエン
社会では近年､核家族化の傾向にあり、両親が健在
でも息子夫婦が居住を独立させる事例が増えてきた。

婚姻

･タイのミエン:高祖父を共にする父系親族＝外婚単位

(内部で結婚してはならない範囲）

･慣習法では一夫多妻婚も容認されている。

･雲甥議縄蕊鴬理想とし､夫方居住の婚姻の時には正
･嬰嫁服務brideserviceに伴う妻方一夫方居住もしばしば行われ
ている。

重溌認識溺糠瀞蛎
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養子

･タイのミエン社会では養取(養子縁組)がしばしば行
われる。

･他民族からも養取する。

。かつて阿片ケシを栽培して現金収入が多かった時代
は､他民族から養子を多く取っていた。

他民族出身の養子

･1960年代後半にタイでミエンの調査を行ったP.カンドレは、同
世代人口の約一害|｣が他民族出身の養子であると推算した。

･近年では他民族からの養取の事例は少なくなっている

．岩獣ｼ鶏統蒜fﾉに関していえば､｢民族の血｣などとい
｡では､何が彼らの民族アイデンティティの基盤となっているので
あろうか？

･その鍵は祖先祭祀を基軸とする儀礼体系

･簑轄溌垂騨茜鮭軸謡學声鶚舗鯛獣的
にくりかえし認知される仕組みとなっているのである。
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宗教:ヤオ道教

･各家族(ピャオ)は男性家長の直系父系祖先夫婦の
名を記した祖先簿く家先単(チャーフィンターン)>や
く祖図>を所持して祖先祭祀を頻繁に行っている。

･ミエンは漢族との接触が長かったため､漢族文化の
影響が強かった｡古くから漢字を用い､姓名.<家先
単>･<祖図>･経典･儀礼文書｡契約書などは漢字で
書いていた。

ヤオ道教

･ミエンの宗教:固有のアニミズムと道教の習合

･道教研究者からは正一教系統と見られている。

･人類学者J･ルモアンはミエンの儀礼体系を｢ヤオ道教｣Yao
Taoismと称した。

･ミエンは､〈三情(ファームツィン)>(元始天尊･霊宝天尊･道
徳天尊)を頂点とした道教諸神の画像(<大堂画(トムトン
ファーン)>)を所持し､大きな儀礼で祀る｡この｢三情｣は､台
湾の正一教系の道教儀礼でも祀られているものである。
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儀礼の場

･ミエンの儀礼の主催単位は､個別の家族(ピヤオ)で
あり､儀礼の場も基本的に個人宅である｡複数の
ピャオが合同で儀礼を行うことは稀である。

･これまで､廟や神社のような固定的祭祀施設は作っ
てこなかった｡や移住生活

･定着化匡，近年､〈廟>の建設がいくつかの村で見られ
る。

表1タイにおけるユーミエンの儀礼

1〈盤皇>祭祀

2<修道〉

3祖先祭祀

4人生儀礼

5収魂[生者

の魂を呼び戻

す］

6穀霊祭祀

7土地重祭祀

8厄祓い

9願掛け･返

礼

10謝罪

11その他

A<大堂画>tomt◎0

faaDを掛け､高位の神

垂を招請する。

<掛燈〉〈度戒〉〈加職

<加太〉

<超度〉

<倣身>[葬儀］

ﾖ<中空く半天高楼>に住むく玉

帝>j'uttaiへ向けた祈願を行う

(<當天>tootinまたはく叫天〉

1eulung)｡

<當天安墳>＊〈析解>【<掛燈〉

<超度><倣身>の儀礼分節とし

て行われることが多い］〈安

翁太牌〉

<當天架橋〉

<入春〉

ノ

CAとBのいずれもなし。

<歌堂〉

〈尚翁太>〈尚家先><尚外祖鬼〉

<尚外家鬼><収兵>*<平安墳〉

<添人口〉〈斥人口〉〈出花林〉

<倣親家>[婚礼］

<架平橋>[多租］〈叫魂〉〈蹟

魂〉〈蹟花〉〈檎魂>＊

<招稲魂〉〈賦稲魂〉

<設地方鬼〉〈設地鬼〉〈給秋〉

<開山〉

<解熱〉

<許願>[多種］〈還願>[多柤］

<賀年>＊

《稗帥父》《叩壱大地》《¥■梨又）

<設太陽月亮〉〈設元肖鬼〉〈妻

星〉〈股百家姓〉
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祭司
･祭司のランク

上
↑
１
１
１
↓
下

1.〈倣大師人(ツオウトムサイミエン)〉

2.〈倣師小人(ツオウサイトンミエン)〉

3.〈設鬼人(シツプミエンミエン)〉

。〈設鬼人>は広義では祭司一般､狭義ではく倣師人>に達していない
祭司(<設鬼小>sipmientoan)を指す。

。〈設鬼人>は､簡単な祖先祭祀儀礼を行える祭司である。

。〈倣師人>の規準:成人儀礼を済ませていること､数えで二十歳以上
であること､漢字を読み書きできること､一定程度以上の儀礼の唱え
言を知っていること

･〈倣師人>:<倣大師人)とく倣師小人>の区別

･〈倣大師人>は表1のA･B列の儀礼を司祭できる者であり、〈倣師小
人>はB列の儀礼(<玉帝(ニュッタイ)>Nyuttaiという神に向けた祈願
儀礼)は司祭できるが､A列の儀礼の司祭は手に余るといった知識
量の者である。
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漢字学習

･かつて学校教育が普及していなかった時代:学齢程
度の男子のある親たちが金を出し合って漢人の教師
を雇い､子供達に漢字を教えさせた。

･このような臨時私塾的な漢字教習システムは、中国
にいたときから行ってきた。

･漢字を学んだ男子達の中から､儀礼知識を習得して
実際の祭司となる者が輩出していたのであった。

祭司の数

･<設鬼人>程度の儀礼知識は､結構多くの男子が習
得していた。

･吉野が調査した二つの村では､1980年代末の時点

で､四十歳台以上の男性の半数が､少なくともく設鬼
人>として儀礼を司祭できた｡そのような者の中で更
に儀礼的知識と技能を蓄積した者がより高いランク
の祭司になってゆくシステムであった。

2015/1/24
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シャマン

･表1のB列とC列にあるように､シャマン的な降神(<発

童(プットン)>puttoang)を伴う儀礼とく発童>を伴わな
い儀礼という区別もある｡ミエンのシャマンはく発童人
（プットンミエン)>put-toangmienという。

祖先祭祀

･祖先祭祀儀礼:頻度の高い儀礼

･ミエンの祖先は､家族の男性家長の父系直系祖先と
その妻である｡それらの祖先をく家先(チヤーフィン)〉
という。「家の祖先｣という意味である。

。<家先>の儀礼名を記した祖先簿＝<家先単(チヤー
フィンターン)〉

2015/1/24
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A-2の間違い
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